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Synopsis: Pte1'idophytes flo1'a 1'epresented by numbe1' of species and仕equenβywas su1'veyed in the 

cent1'al-southNagano prefecture. One hundred fifty twひ pteridophytestaxa we1'e found at 577 

sites of 1 ha. Frequency of each ta.-..;:onお notalways correlated between regional and local scales. 

Species with high frequency on 1'e伊 nalsc地， such田盟盆担旦型組盟叫皇， 0盟盟血盟盟些2

and盟盆包旦豆盆 struthionte1'ie.， showちdmoderat怠 frequencyat local scale. Species. diversity 

1'ep1'esented by species -a1'ea curve is highe1' at southe1'n and northe1'n 1'egions than that of central 

part of Nagano. P1'oportion of dominant species (]&堕旦盟盆盟旦皇室 and品出血盟旦回型盟出

お much higher on 1・2species sites of open grassland than that of species <!!.n::盟主盟主

crassirhizomgands註盛盟盟 nip盟主旦m)on 6-15 species sI闘 offo1'est edge. 

KeyWo1'ds: 地域比較、調査地点、共存種数、長野県中南部部、シダ植物、出現頻度

はじめに 2.5万分の l地勢図あたりの種数分布をまとめると、

長野県には約 300種群(約 50穫の雑種岡亜種) 定性的には長野県南部から西部山岳域にシダ植物の

のシダ植物が記録されている(大塚、 1987)。 要 ホットスポットが確認出来る(佐藤ら、 2001)。ま

素は暖温帯から亜寒帯要素が含まれ、日本の 25分 た遺存分布するシダ植物(柿7Liン7やイワカゲワラビ)と

の 1の面積にシダ植物相の約 3分の lを確認するこ 共存するシダ植物は人為的な撹乱地やまわりの森林

とができる。日本シダの会編纂の蓄積資料をもとに 組成の急速な変遷ーのなかにあることが知られている
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(阪口・佐藤、 1999、佐藤ら 2000)。近年の目覚し

い大規模開発(ダム工事やオリンピック道路開発)

により、急速な植物多様性の低下が危↑具される。こ

こではシダ植物をとりあげ、局所植物多様性(狭い

範囲の多種共存)のスケール依存性を解析するため

の資料として、(1)長野県における種数増加パター

ンの地域差、 (2)各種の地域および調査地点の頻度

分布、および (3) 地点の共存種数を調査した。調

査期間は 1996~2001 年の 5.5 年間である。

方法

長野県中南部の山麓を中心にシダ植物相を調査

した。それぞれの盟主盟主はおおよそ 100mx 100 

mあるいは 20mx500mの範囲の 1haである。そ

の範囲内のシダ植物の種数を記録した。証拠標本と

して、種ごとの葉のみを 1・2枚採集した。調査地点

数は総計577である。盤盛些藍は 5万分の 1の地勢

図(国土地理院)を基準に、以下の 3つの視点から

取りまとめた。(1)各 5万分の 1の地勢図ごとの調

査地点、と積算種数の解析(図 1、下段数字は地点数・

上段数字は積算種数)0 (2)種多様性は調査地点

の増加に応じた積算種数の増加で示した。地域は

NO.12・13，No.22， No.23， NO.27・28，NO.39・40およ

び No.47・48について比較した。 (3)共存種数に応

じたシダ植物相の比較は調査地点の多い長野県中央

部の NO.12.13・22・23を取上げた。この場合長野県

は 49地域に区分できる。今回 1地点以上の調査が

できた地域は 39地域である。

結果

ら、種数の多い地点ほど少ないことにはならないは

ずである。さらなる調査が待たれる。

152種群について、確認地域数を示した(図 3)。

ゆるやかに確認地域数は減少する。 110番以降の種

群は 1地域のみで確認できた。その個別種組成を表

1に示した。個別種ごとの確認地点数の頻度を図 3

に示した。地域ごとの確認頻度とは必ずしも一致し

ない。例えば順イ出~8、 12 のイヌカップク. t.ン7イ・クサソ

テツ、オウレンシターでは確認地点数がまわりの順位種に比べ

て顕著に低いω これは広く分布しているが隈られた

地域での頻度が低いことを示す。

次ぎにいくつかの地域をまとめて、調査地点、増加

に応じた積算種数の増加を比較してみた(図 4)。

松本周辺の 4地域 (No.22、23、27・28)ではゆる

やかに積算種数が増加する。南部 (No.47・48)、天

竜川中流 (No.39・40)および北西部 (No.12・13)

では調査地点数が少ないものの急激な積算種数の増

加が確認できる。

調査地点数の多い松本市周辺 (No.22， No.23， 

NO.27・28)をとりあげ、確認できたシダ植物 63種

の出現頻度を、共存種数の少ない地域から多い地域

に向かって個別種!頓に示したのが図 6である。 個

別種順に 3番、 12番， 21番に顕著な低い頻度が確

認できる。個別種は地域ごとに異なるが、例えばそ

れぞれの地域で 3番目のシダ植物は、ヤブゃソテY・イワシロ

イノデ・オク7ワ7ピ、 12番ではイワデンゲ・イワデンゲ・ 7ユノハ

ナワラビ、 21番では汁柑グ7・ホブハ、、コケシノプ・ヒメワラヒーに相

当する。共存種数を基準にすると少なくとも 4つの

総調査地点、は 577である。確認できた種群は 152 高頻度種群のクラスターが確認できる。 この松本

(雑種・亜種約 20)である。地域 (5万分の 1の地

勢図)を基準にすると 10地点以上の調査ができた

場所は 39地域のうち 17である。

全調査地点、について、共存種数ごとの頻度分布を

示したのが図 2 である。 1~30 種までの広がりがあ

る。平均は約 10種である。これまでにとくに多く

の地点で、確認できた共存種数は 2 および 5~8 であ

る。これは耕作地周辺および山麓の林縁での調査が

卓越した人為的な結果が反映している可能性がある。

しかしランダムに選ばれた調査地点の集積であるか

市周辺では 1、5、16および25以上の共存種数にピ

ークをもっ変動性が確認できる。

先に述べた金調地点における共存種数ごとの確認

地点数(図 2)において高頻度が見られた、 2種・ 6

種.10種および 13種地点、のシダ、植物組成について、

松本市周辺の 278地点の資料から解析したのが図 7

である。 2種共存域では、スギナ>イヌワラビ>へヒ-;ネコ守ド

>~t7ワラビ>トラノオシグ守>ワラビで全体の 75%を占める。

6種共存域では、イヌワラピ>オげ事>ヘピノネコ"，f>トラノオシ

ゲ>スギナ>ワラヒーで約 50%を占める。 10種共存域で
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はスキ守ナ>イヌワラピ>オシゲ>ハクモウイノデ>へどノネコ“サー>ホソ

J'I "シケげやで 40%を占める。 13種共存域では、オシr>
シシYシ'7>トラノオシゲ>ヘピノネコ、、ず>イヌシゲ〉ナライシゲで

30%を占める。

議論

これらの結果をふまえ、以下の 3視点、から考察を

行う。(1)長野県中南部の耕作地周辺と山麓には

152種のシダ植物が確認できた。その出現頻度の個

別種の順位は地域 (5万分の 1の地勢図)および狭

い地点、 (100mx 100m)では必ずしも一致しない。

広い範囲(ここでは地域)に点在する種群と限られ

た地域に集中する種群が定量的に把握で、きることが

示された。とりわけ図中の個別種順位の 6~8、 12

のイ対eンブク.t"ン7イ・クサソテ7、村山シゲが、地域では高頻

度であるが狭い地点ではさほど高くはない。これら

の種群は相対的に広く点在する分布を示すことにな

る。また共存種数を基準にした頻度分布からは、高

い共存種数(17種以上)がごく少なく(全体の 5%

以下)、シダ植物相のホットスポットと言いかえるこ

ともできょう(佐藤ら、 2001)。全体では 5~8 種以

上の共存域では共存種数増加に応じて頻度分布が次

第に低下すると言えよう。

(2) いくつかの地域ごとに調査地点増加に応じ

た積算種数の増加を比較すると、長野県南部と北西

部の山麓が急激な種数増加が確認でき、長野県中央

盆地(松本市周辺)や中央分水嶺付近では緩やかな

種数増加が確認できる。このことは 100m 以上離

れた場所における種の入れ替わりが南部や北西部の

山地で高いことを意味する。調査範囲を変えたさら

なる研究が待たれる (Sato姐 dTakahashi， 1996)。

また同じ範囲で共存種数を基準にした積算出現頻度

のピークは、共存種数を反映させる何らかの環境異

質性の存在を示唆する。

(3)共存種数を基準にしたシダ種組成の結果か

らは、頻度の高い 6種をとりあげ全体における相対

頻度を比較することができる。多種共存域であれば

あるほど、相対頻度は低下し、優占種の割合は高ま

ることが示された。スキーナ、イヌワラピおよびへt場/ネコーサー

はすべての共存種数域でも上位6種に含まれている。

これらの種は日本に広く分布する種群である(福原

ら、 2000)。松本市周辺地域に関するかぎり、 6、10

および 18種が共存する地域での総種数は 38種、 36

種および 40種と大きくは異ならない。その優占種

の比率が次第に減少することが読み取れる。 2種か

らなる地点のみで対。ナの卓越した頻度が確認できた。

このように単純な共存種数の基準が、優占種群の相

対頻度および相対頻度の不連続性を区別できること

は、局所植物多様性(ここでは 1haの種密度)が地

域植物相の特性を反映させる可能性を示した。 ま

たこれら 1haの範囲では熱帯山地 (1000m標高)

と類似した種数をもっ (Satoet al.，2000)。
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図1. 長野県の地域ごとの調査地点数と確認シダ植物の積算種数.

上段は確認積算種数.下段は調査地点数.
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図 2.共存シダ植物種数に応じた確認地点数の頻度分布.
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図 3. シダ個別種の積算確認地域数の分布.
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図4. シダ個別種の積算確認調査地点数の分布.
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図 5. 長野県中央部におけるシダ植物の積算種数の増加.
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2種共存地点のシダf!li組成

10縫共存地点のシダ種組成

λキ。ナ

Gl重共存地点のシダE星組成

イヌ1J7t.

13程共存地点のシダ樋組成

オ妙。

サ。

図 7. 長野県中央部における共存種数に応じたシダ植物組成の比率.

表1. 長野県中南部の耕作地および山麓で確認できたシダ植物目録

確認できた地域 (5万分の 1地勢図)の多い順に配列した.図 3・4に対応

1λキナ 41 トウケシハ 81 オオサトメシゲ 121 オオハノイIf:トyウ
2イ2ワラt 42ミザキカゲマ 82オオハヤシャセンマイ 122 オオヒメワラヒ
3オシ聖 43 ミヤマヘニシ事 83力ラヲサイヌワラヒ 123 オオヘ.ニシ事
4ヘヒJネコザ. 44 サトメシゲ 84 カラヴサイJ子 124 オオミヤマシヤシ9
5トラノオシ世 45 イワカヰセンマイ 85 ケシケシシ世 125 オ0ヤマシ'l?
6イヌカンソヲ 46 イワトラノオ 86 聖子ヒメワラヒ 126 オヲヤマワラヒ
7センマイ 47 イワハリカネワラt 87 子守センシゲ 127 カナワラt
811サリ子ツ 48 ツJ~テン9 88 トウヨヲシ9 128 キシ Jオオシ9
9ハヴモウイJ子 49 ::I!1ニワ昔リ 89 トヲサ 129 ヴラマコヤ
10イワシロイ17" 50 ，、リ力.キワラヒ 90 ビロウトシー 130 ヨスキラ〉
11ヤマイヌワラビ 51 71ロシー 91 ホソ，、ョヤシ17 131 コハシコシ9
12 オウレンシゲ 52 ヤワラシ告 92 Yイn.力イJ子 132 コ，、Jイシカヲマ
13 。シャヲシ9 53 オシャヲシ子 ~!I 93 n.t力λラ 133 コハ 111ナワラヒ
14 シシカシラ 54 コケシ17 94 イヌドヲサ 134 ザイコヲヘニシ9
15ナライシ9 55 シラネワラビ 95 ウチワコケ 135 すヲライカヲマ
16ワラt 56 ナツノハナワラヒ 96 オオイ聖子シ世 136 スキ力-;.:ラ
17 ヴマワラヒ 57 マンキシスキ 97 オニゼンマイ 137 事力キヒカケ 111λラ
18 シュウモンシシ9 58 ヤマイ!Iチシ予 98 カラ7トメンマ 138 9チシ17"
19 ミヤ可ヲマワラヒ 59 ヘニシ9 99 キ~Iミヤマシ9 139 事ニヘヨ
20 イZシ9 60 ミツ子ウラホ.シ 100 ヲマオシー 140 ツヤナシイJ子9

21 サカゲイJ子 61 ミヤマヘピJネコサ 101 ヨハ Itlキシ脅 141 トカヲシ子〉告
22 ホ'11、・シケシゲ 62 ミヤマメシー 102 9ニイZワラヒ 142 ナカオノキシ17
23 ヤフソ子ツ 63 ヤマトリセンマイ 103 ナヨシ9 143 ナカホJナツ11¥ナワラピ
24 イワ子ン世 64 7イ1::117ワラヒ 104 知jワラヒ 144 ナ力-シシラン
25 ヒメシ世 65 オオハシヨリマ 105 tメイ害予シ9 145 ナン世イシー
26 ォ。守ワラヒ 66 ヒメワラヒ 106 ヒメイワトラノオ 146 ，、ショシダ
27 キヨ9キシ9 67 ヤマソテツ 107 ヒロ，、ィEワラヒ 147 ヒメサグラン
28 ミヤマワラビ 68 イッホンワラヒ 108 ヒロハハナヤλ1) 148 ヒ』ハナワラt
29 t力ケ 1M.ラ 69 イ17""5P-l 109 フジシ9 149 ホッ，、ィj!ワラヒ
30 Jキシ17" 70 。モIAシー 110 ミヤマシケシ'l? 150 ミヤ守ウラホシ
31 フユJハナワラt 71 t日，、ナライシ告 111 ヤシャセンマイ 151 ヤツ力事ケシ17
32 ミヤマイ聖子シ宮 72 イワtl¥ 112 7オゲキイヌワラビ 152 ヨコヲラtメワラt
33 1)ョウメンシ宮 73 オオヲシャヲシゲ 113 7オ千ャセンシ世
34 シJフカヴ守 74 オオメシ脅 114 イ世子シ!I"5P-l
35 ミヤマシ世 75 オサシ9 115 イltAキナ
36 イワイ骨子シ9 76 シ17 116 イJデ壬トキ
37 ホリイ17" 77 ;11ヰすトメシ9 117 イワカゲワラヒ
38 ミy・シゲ 78 ハコヰシ脅 118 ウすキシ脅
39 コウヤワラt 79 7力ハナワラヒ 119 工ソテン9
40 シヤシゲ 80 イワヒメワラヒ 120 エヒラシゲ
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